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北
海
道
の
馬
鈴
薯
の
輸
出
は
、
第
１
次

大
戦
か
ら
始
ま
り
、
次
第
に
量
を
多
く
し

て
い
る
（
表
１
）。
主
た
る
輸
出
先
は
フ

ィ
リ
ピ
ン
、
香
港
、
満
州
、
中
国
な
ど
で
、

な
か
で
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
多
か
っ
た
と
い

わ
れ
る
。
食
用
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
一
部
は
種
子
用
で
も
あ
っ
た
。

馬
鈴
薯
で
ん
粉
の
価
格
推
移
（
大
正
７

年
～
昭
和
19
年
）
を
表
２
に
示
し
た
。
時

期
別
に
変
動
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
大

正
時
代
後
期
は
キ
ロ
当
た
り
20
銭
台
で
あ

り
、
高
値
で
安
定
し
て
い
た
。
最
も
恵
ま

れ
た
時
代
と
い
え
よ
う
。
問
題
は
昭
和
14

年
（
１
９
３
９
）
か
ら
の
戦
時
統
制
期
で

あ
る
。物
不
足
も
あ
っ
て
次
第
に
高
騰
し
、
し
、

戦
争
末
期
の
昭
和
18
年
、
19
年
（
１
９
４

３
、
44
）
は
異
常
な
高
値
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。

戦
争
が
終
わ
り
、
昭
和
26
年
（
１
９
５

１
）ご
ろ
か
ら
生
活
も
安
定
し
て
き
た
が
、

村井 信仁

馬
鈴
薯
と
で
ん
粉
の
流
通
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動
乱
期
か
ら
技
術
革
新
期
の
動
向

（
大
正
時
代
後
期
～
昭
和
時
代
～
平
成
時
代
）

北
海
道
馬
鈴
薯
で
ん
粉
物
語　

第
7
回

戦
後
の
イ
ン
フ
レ
も
あ
っ
て
物
価
は
す
べ

て
値
上
が
り
し
、
戦
前
の
常
識
は
通
用
し

な
い
価
格
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
昭
和
30

年
（
１
９
５
５
）
を
過
ぎ
る
と
経
済
は
高

度
経
済
成
長
期
に
入
り
、「
も
は
や
戦
後

で
は
な
い
」
な
ど
と
�
わ
れ
る
よ
う
に
な

と
�
わ
れ
る
よ
う
に
な

�
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
、
価
格
は
少
し
ず
つ
下
落
の
傾

向
が
見
ら
れ
る
。

昭
和
29
年
（
１
９
５
４
）
～
昭
和
60
年

（
１
９
８
５
）
の
政
府
決
定
基
準
価
格
を

表
３
に
示
し
た
。
馬
鈴
薯
の
収
量
も
増
え

る
が
、
馬
鈴
薯
、
で
ん
粉
と
も
に
�

と
も
に
�
に
�
30
年

の
間
に
２
・
５
倍
ほ
ど
の
価
格
に
な
る
。

他
の
物
価
も
値
上
が
り
し
て
い
る
の
で
、

と
く
に
経
済
的
に
農
家
が
恵
ま
れ
た
と
は

い
え
な
い
が
、
馬
鈴
薯
の
収
量
が
２
・
５

倍
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
分
農
家
は

豊
か
に
な
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
�

ろ
う
。
�

う
。
�

培
技
術
の
改
善
が
農
家
に
利
益
を
も
た
ら

し
、
馬
鈴
薯
な
ど
の
根
菜
類
に
農
家
は
期

待
を
寄
せ
る
。

表
４
は
平
成
９
年
（
１
９
９
７
）
～
平

成
18
年
（
２
０
０
６
）
の
基
準
価
格
推
移
推
移

で
あ
る
。
価
格
は
そ
れ
ぞ
れ
わ
ず
か
ず
つ

下
が
っ
て
い
る
が
、
製
品
加
工
経
費
も
下

が
っ
て
い
る
の
で
、
農
家
は
そ
れ
ほ
ど
経

済
的
に
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に

は
思
え
な
い
。
農
業
が
安
定
期
に
入
っ
て

い
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

表
５
～
７
は
、で
ん
粉
の
主
た
る
用
途
、

需
給
な
ど
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
馬
鈴

薯
で
ん
粉
は
甘
藷
や
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
セ
ー
ゴ
、
タ
ピ
オ
カ
な
ど
と
競
合
関

係
に
あ
る
が
、
質
的
に
他
の
で
ん
粉
に
劣

る
も
の
で
は
な
く
、
品
質
特
性
が
活
用
さ

れ
て
一
定
の
需
要
を
保
つ
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

表
８
は
馬
鈴
薯
の
生
産
費
計
算
例
で
あ

る
。
他
の
作
物
に
比
較
し
て
と
く
に
収
益

性
が
劣
る
も
の
で
は
な
い
。
今
後
離
農
が

増
え
て
１
戸
当
た
り
の
経
営
�
�
が
�
大

�
�
が
�
大

が
�
大

す
る
も
の
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

合
わ
せ
て
合
理
化
す
れ
ば
、
収
益
性
は
さ

ら
に
高
ま
る
と
い
え
る
。

表
９
は
品
種
別
の
作
付
�
�
成
例
で
あ

�
�
成
例
で
あ

�
成
例
で
あ

る
。
で
ん
粉
用
の
新
品
種
の
育
成
が
待
た

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
欧
米
の
馬
鈴
薯
育

種
関
係
の
人
は
、
１
０
０
年
以
上
も
前
の

男
爵
薯
や
メ
ー
ク
イ
ン
が
現
存
し
て
い
る

こ
と
に
驚
き
を
見
せ
る
。
男
爵
薯
を
手
に

取
る
と
、
凸
凹
で
目
の
深
い
品
種
が
な
ぜ

淘
汰
さ
れ
な
い
で
残
っ
て
い
る
の
か
と
問

い
質
さ
れ
る
。
独
特
の
風
味
が
日
本
人
の

好
み
に
合
っ
て
い
る
と
答
え
て
も
信
用
さ

れ
な
い
。
凸
凹
で
加
工
の
困
難
な
品
種
が

残
っ
て
い
る
の
は
、育
種
が
遅
れ
て
い
る
か

ら
で
は
な
い
か
と
�
わ
ん
ば
か
り
で
あ
る
。

水
稲
や
小
麦
、
豆
類
の
品
種
改
良
に
は

驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
に
比
較
す

る
と
馬
鈴
薯
は
品
種
改
良
さ
れ
て
い
る
と

し
て
も
、
数
も
少
な
く
、
ま
た
目
立
つ
も

の
も
な
い
。
こ
れ
は
何
に
起
因
す
る
の
か

を
考
え
て
み
る
と
、
�
培
面
積
に
関
係
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
要
す
る
に
い
ま
だ

に
マ
イ
ナ
ー
ク
ロ
ッ
プ
な
の
で
あ
る
。
北

海
道
で
馬
鈴
薯
の
�
培
面
積
が
最
も
多
か
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表１：馬鈴薯の港湾経由流通（大正元年～昭和 15年）

区分

�次

輸出量
道外移出量 道内移出量

全国 北海道直輸出
（千俵） （t） （千俵） （t） （千俵） （t） （千俵） （t）

大正元�（1912） 179 10,740 0.3 18 0.2 12 11.3 678
2（1913） 176 10,560 0.9 54 0.3 18 4.9 294
3（1914） 180 10,800 0.2 12 3 180 3.1 186
4（1915） 174 10,440 3 180 4 240 3.7 222
5（1916） 258 15,480 17 1,020 4 240 0.9 54
6（1917） 175 10,500 8 480 3 180 0.9 54
7（1918） 148 8,880 14 840 4 240 ― ―
8（1919） 170 10,200 ― ― 3 180 1.2 72
9（1920） 147 8,820 ― ― 10 600 1.6 96

10（1921） 108 6,480 ― ― 11 660 0.9 54
11（1922） 107 6,420 ― ― 68 4,080 1.4 84
12（1923） ― ― ― ― ― ― 1.7 102
13（1924） ― ― 15 900 235 14,100 2.4 144
14（1925） ― ― 11 660 261 15,660 1.7 102

昭和元�（1926） 218 13,080 14 840 241 14,460 1.2 72
2（1927） 330 19,800 10 600 400 24,000 0.8 48
3（1928） 330 19,800 5 300 388 23,280 2.0 120
4（1929） 273 16,380 22 1,320 487 29,220 1.1 66
5（1930） 342 20,520 35 2,100 423 25,380 4.4 264
6（1931） 350 21,000 31 1,860 442 26,520 3.2 192
7（1932） 300 18,000 43 2,580 381 22,860 9.5 570
8（1933） 394 23,640 46 2,760 712 42,720 7.3 438
9（1934） 795 47,700 53 3,180 621 37,260 4.7 282

10（1935） 796 47,760 51 3,060 774 46,440 18.2 1,092
11（1936） 671 40,260 ― ― ― ― ― ―
12（1937） 685 41,100 66 3,960 967 58,020 9.0 540
13（1938） 426 25,560 134 8,040 958 57,480 6.6 396
14（1939） 611 36,660 137 8,220 858 51,480 13.0 780
15（1940） 940 56,400 ― ― 923 55,380 ― ―

資料：『北海道農業発達史』
注：１俵 16 貫 60kg

っ
た
の
は
昭
和
24
年
（
１
９
４
９
）
の
９

万
３
６
０
０
ha
で
あ
る
。
主
食
の
コ
メ
が

不
足
し
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
食
用
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
が
平
成

ろ
う
。
こ
れ
が
平
成

う
。
こ
れ
が
平
成
20
年（
２
０
０
８
）

に
は
５
万
５
２
０
０
ha
に
減
少
し
て
い

る
。
収
量
が
３
倍
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

消
費
量
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
わ
�
で
は

な
い
。
都
府
県
は
２
万
６
８
０
０
ha
で
合

計
８
万
２
０
０
０
ha
で
全
国
ベ
ー
ス
で
も

�
培
面
積
は
そ
れ
ほ
ど
多
い
作
物
で
は
な

い
。
こ
れ
か
ら
馬
鈴
薯
の
需
要
が
増
え
る

と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
育
種
に
大
き

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
投
入
す
る
こ
と
は
な
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
と
、
こ
れ
は
寂

し
い
。
馬
鈴
薯
は
食
生
活
を
豊
か
に
し
て

い
る
作
物
で
あ
る
の
で
、
な
ん
と
か
工
夫

し
て
新
品
種
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

表３：馬鈴薯及びでん粉の農安法制定以来の政府決定基準価格（昭和29年～60年）

項目
�次

原料馬鈴薯 歩留�り 精製でん粉 10a当たり馬鈴薯収量
（円/t） （％） （円/25kg） （円/t） （t）

昭和29�（1954） 6,267 15.0 1,302 52,080 1.39
30（1955） 5,733 14.5 1,250 50,000 1.36
31（1956） 5,733 14.5 1,250 50,000 1.38
32（1957） 5,457 15.0 1,150 46,000 1.69
33（1958） 5,457 15.0 1,150 46,000 1.92
34（1959） 5,757 15.0 1,150 46,000 1.89
35（1960） 5,457 15.0 1,150 46,000 2.01
36（1961） 5,600 15.5 1,150 46,000 2.03
37（1962） 5,867 16.0 1,150 46,000 1.92
38（1963） 6,132 16.0 1,192 47,680 2.07
39（1964） 6,132 16.0 1,192 47,680 2.02
40（1965） 6,400 16.5 1,220 48,800 2.38
41（1966） 6,800 16.5 1,370 54,800 1.86
42（1967） 7,066 16.5 1,460 58,400 2.53
43（1968） 7,280 16.5 1,473 58,920 2.73
44（1969） 7,410 16.5 1,480 59,200 3.46
45（1970） 7,700 17.0 1,494 59,760 3.10
46（1971） 8,010 17.0 1,518 60,720 2.66
47（1972） 8,230 17.5 1,536 61,440 3.05
48（1973） 9,160 16.0 1,824 72,960 2.92
49（1974） 12,000 16.0 2,552 102,080 2.68
50（1975） 13,110 16.0 2,789 111,560 2.93
51（1976） 14,140 16.5 2,883 115,320 3.64
52（1977） 15,070 16.5 2,980 119,200 3.56
53（1978） 15,360 16.5 3,080 123,200 3.38
54（1979） 15,870 16.5 3,202 128,080 3.64
55（1980） 17,030 16.5 3,443 137,720 3.74
56（1981） 17,480 16.5 3,578 143,120 2.98
57（1982） 17,480 16.5 3,638 145,520 3.85
58（1983） 17,480 16.5 3,638 145,520 3.57
59（1984） 17,480 16.5 3,632 145,280 3.62
60（1985） 17,480 16.5 3,620 144,780 3.56

資料：澱粉協会の歩み　昭和40 ～ 60�度

表２：馬鈴薯でん粉の価格推移

区分
�次

小樽相場�平均 東京卸売平均
備考

（円/袋）（銭/kg）（円/袋） （銭/kg）
大正7�

（1918）戦時好況期 14.39 31.98

8（1919）
戦後恐慌期

8.15 18.11
9（1920） 6.09 13.53

10（1921）

相場堅調期

9.03 20.07
11（1922） 9.16 20.36
12（1923） 9.58 21.29
13（1924） 12.26 27.24
14（1925）

相場漸落期

9.28 20.62 9.19 20.42
昭和元�
（1926） 7.65 17.00 8.09 17.98

2（1927） 8.37 18.60 9.07 20.16
3（1928） 9.07 20.16 9.38 20.84
4（1929）

大恐慌期
7.27 16.16 6.64 14.76

5（1930） 5.02 11.16 5.56 12.36
6（1931）

相場回復期

6.54 14.53 8.29 18.42
7（1932） 7.97 17.71 7.67 17.04
8（1933） 5.57 12.38 5.84 12.98
9（1934） 6.39 14.20 7.36 16.36

10（1935） 8.30 18.44 8.71 19.36
11（1936） 7.24 16.09 7.33 16.29
12（1937） 6.09 13.53 7.19 15.98

13（1938） 8.59 19.09 7.80 17.33 小樽相場
（9～3月平均）

14（1939）

戦時統制期

15.77 35.04
15（1940） 20.17 44.82
16（1941） 22.45 49.89
17（1942） 32.21 71.58
18（1943） 113.12 2円51.38
19（1944） 166.02 3円68.93

注：1 袋 12 貫 45kg
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表４：でん粉原料馬鈴薯価格、でん粉基準価格推移

項目
�次

原料馬鈴薯 でん粉基準価格 基準歩留�り 製品加工経費 でん粉政府買入基準価格 共同計算精算価格
（円/t） （円/60kg） （％） （円/t） （円/t） （円/40kg） （円/25kg）

平成9�（1997） 14,270 856 17.2 28,477 113,663 4,546.52 2,930.92
10（1998） 14,150 849 17.2 26,766 111,164 4,446.56 2,816.14
11（1999） 14,050 843 17.2 25,421 109,169 4,366.76 2,773.01
12（2000） 13,960 838 17.2 24,610 108,434 4,337.36 2,775.12
13（2001） 13,960 838 17.2 24,526 108,350 4,334.00 2,775.23
14（2002） 13,840 830 17.2 24,380 108,308 4,332.32 2,775.23
15（2003） 13,690 821 17.2 24,174 107,993 4,319.72 2,770.83
16（2004） 13,650 819 17.2 24,092 107,394 4,295.76 2,739.52
17（2005） 13,640 818 17.3 24,176 107,174 4,286.96 2,698.74
18（2006） 13,580 815 17.3 24,114 106,932 4,277.28 2,711.79

資料：ホクレン90�史

表５：各種でん粉の用途別消費割合、昭和8年（1933年）、昭和10年（1935年）

�次�用途
区分

昭和8�・1933�（％） 昭和10�・1935�（％）
糊用 飴用 食用 その他 糊用 飴用 食用 その他

馬鈴薯でん粉
36 6 49 9 26 5 46 23

（14） （3） （43） （18） （14） （3） （42） （18）

甘藷でん粉
7 80 8 5 4　 64 7 25

（3） （43） （7） （10） （2） （35） （6） （19）

小麦でん粉
77 0 23 0 72 0 28 0

（30） （0） （21） （0） （40） （0） （26） （0）

コーンスターチ
61 0 26 13 44 0 23 33

（24） （0） （23） （27） （24） （0） （21） （25）

セーゴ
50 50 0 0 20 80 0 0

（20） （27） （0） （0） （11） （44） （0） （0）

タピオカ
22 49 7 22 13 33 5 49

（9） （27） （6） （45） （7） （18） （5） （38）

表６：でん粉類の主たる用途、昭和9年代（1934年代）

糊原料

紡績（綿　糸） 北海道産馬鈴薯でん粉 �麸�甘藷�コーンスターチ�タピオカ
木綿織物 　〃 �麸�甘藷
モスリン絹織物 北海道産馬鈴薯加工でん粉 コーンスターチ�タピオカ
人絹織物 　〃 　〃　　　　　　　〃　　
交織物 　〃 　〃　　　　　　　〃　　
毛織物 　〃 　〃　　　　　　　〃　　
捺染 北海道産馬鈴薯でん粉 �麸
蚊帳 　〃
洗濯販売糊 　〃 �麸�コーンスターチ

糊用加工でん粉

デキストリン黄�白 北海道産馬鈴薯でん粉 甘藷
ソリュブル特等A�B 　〃 　〃
ブリチッシュゴム黄�白 　〃 コーンスターチ
アミゾール 　― 　〃

食料

製飴（麦芽糖化） 北海道産馬鈴薯でん粉 砕米�甘藷
　〃（硫酸糖化） 　〃 甘藷�セーゴ�タピオカ
製菓（ボーロ�焼菓子） 　〃 コーンスターチ�タピオカ�小麦でん粉
　〃（フロレット） 　〃 　〃　　　　　　　〃　　  　 〃
　〃（プッディング） 　〃 　〃　　　　　　　〃　　   　〃
　〃（葛饅頭） 　〃 　〃　　　　　　　〃　　   　〃
蒲鉾（関東） 　〃 甘藷
　〃（関西） 　― 味ノ素でん粉��麸�コーンスターチ
調理（飲料） 北海道産馬鈴薯でん粉 コーンスターチ�タピオカ

工業用

人絹（ヴィスコース絹糸） 北海道産馬鈴薯でん粉 甘藷�コーンスターチ�セーゴ
薬品（シッカロール�オブラート 　〃 タピオカ
　　　歯磨粉�猫イラズ
　　　還元剤�靴墨�
　　　爆発薬）
化粧料（石鹼�白粉 　― コーンスターチ�タピオカ
　　　　洗粉�パップ）
麦酒　（ 黒ビール）（グルコース）麦芽の一部

に代用
北海道産馬鈴薯でん粉 甘藷

製紙 　〃 コーンスターチ
カルメル（焦糖）（醤油�葡萄酒� 　― カッサバ根
　　　　　麦酒の色付け用）
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表７：馬鈴薯でん粉需給表（昭和27～ 59年）、単位：千t
�次

項目
昭和27�

1952
昭和28�

1953
昭和29�

1954
昭和30�

1955
昭和31�

1956
昭和32�

1957
昭和33�

1958
昭和34�

1959
昭和35�

1960
昭和36�

1961
昭和37�

1962
昭和38�

1963
昭和39�

1964
昭和40�

1965
昭和41�

1966
昭和42�

1967
昭和43�

1968
前期持越 3 3 6 4 2 3 6 8 8 8 5
出廻量 96 84 90 97 102 120 136 145 158 170 130 150 180 250 130 208 320
政府払下 1 3 1 1 3 81 10 4 31
供給計 96 85 96 101 109 127 138 148 164 178 219 168 180 254 161 208 325
水飴・ぶどう糖 25 21 25 20 15 19 15 15 15 20 54 20 20 80 25 28 32
水産練製品 17 17 19 22 27 30 30 34 38 41 50 54 54 58 52 58 70
せん維・製紙

21 19 18 18 18 17 17 19 26 3 15 12 12 20 11 11 12
段ボール
化工澱粉 30 35 35 40 43 38 43 50
ビール 2 3 2 3
グル曹 7 15
食用その他 25 25 31 28 33 51 50 52 53 49 62 45 41 56 35 48 61
需要計 88 82 93 88 93 117 112 120 132 145 219 168 167 267 161 203 225
政府買上 8 7 12 8 23 22 24 25 13 70
翌期持越 3 3 6 4 2 3 6 8 8 8 △ 13 5 30
合計 96 85 96 101 109 127 138 148 164 178 227 168 180 254 161 208 325

�次
項目

昭和44�
1969

昭和45�
1970

昭和46�
1971

昭和47�
1972

昭和48�
1973

昭和49�
1974

昭和50�
1975

昭和51�
1976

昭和52�
1977

昭和53�
1978

昭和54�
1979

昭和55�
1980

昭和56�
1981

昭和57�
1982

昭和58�
1983

昭和59�
1984

前期持越 30 32 32 3 31 1
出廻量 245 244 233 261 193 164 209 314 257 224 256 267 197 296 235 285
政府払下 15 55 25 45 55
供給計 275 244 248 261 248 164 209 314 257 224 281 344 284 299 266 286
水飴・ぶどう糖 132 94 95 90 68 25 31 94 89 62 103 161 130 114 114 121
水産練製品 60 60 65 77 83 58 58 58 57 56 56 55 55 54 55 55
せん維・製紙

5 5 3 5 5 2 2 2 1 1 1
段ボール
化工澱粉 43 40 37 38 35 20 21 20 24 25 21 17 13 12 11 14
ビール
グル曹 2
食用その他 33 45 48 51 57 59 47 55 86 80 100 79 83 88 85 89
需要計 275 244 248 261 248 164 159 229 257 224 281 312 281 268 265 279
政府買上 50 75
翌期持越 32 3 31 1 7
合計 275 244 248 261 248 164 209 304 257 224 281 344 284 299 266 286

資料：澱粉協会の歩み

表８：馬鈴薯の生産費例（昭和後期～平成初期）
区分

項目

でん粉原料馬鈴薯 食用馬鈴薯
昭和55 ～ 59�平均 昭和60�～平成元�平均 平成2 ～ 6�平均 平成2 ～ 6�平均

金額 割合 割合 金額 割合 割合 金額 割合 割合 金額 割合

10
ａ
当
た
り
生
産
費

種苗費 11,265 15.4 （100.0） 11,652 15.5 （103.4） 11,067 15.9 （98.2） 13,698 16.3
肥料費 12,494 17.1 （100.0） 10,118 13.4 （81.0） 8,081 11.6 （64.7） 7,649 9.1
薬剤費 6,102 8.3 （100.0） 6,265 8.3 （102.7） 6,509 9.4 （106.7） 5,168 6.2
光熱動力費 1,787 2.4 （100.0） 1,435 1.9 （80.3） 1,528 2.2 （85.5） 2,136 2.5
賃借料その他 2,651 3.6 （100.0） 1,529 2.0 （57.7） 2,820 4.1 （106.4） 3,072 3.7
建物費 981 1.3 （100.0） 1412 1.9 （143.9） 1372 2.0 （139.9） 2817 3.4
農機具費 12,036 16.4 （100.0） 15,495 20.6 （128.7） 9,416 13.6 （78.2） 15,847 18.9
労働費 11,056 15.1 （100.0） 10,891 14.5 （98.5） 13,000 18.7 （117.6） 18,280 21.8

（うち家族労働費） 10,181 13.9 （100.0） 10,229 13.6 （100.5） 12,638 18.2 （124.1） 17,349 20.7
一次�産費計 58,372 79.6 （100.0） 58,797 78.1 （100.7） 53,793 77.5 （92.2） 68,667 81.8
資本利子 2,578 3.5 （100.0） 2,833 3.8 （109.9） 3,273 4.7 （127.0） 5,227 6.2
地代 12,391 16.9 （100.0） 13,654 18.1 （110.1） 12,326 17.8 （99.5） 10,053 12.0 
全�産費 73,341 100.0 （100.0） 75,284 100.0 （102.6） 69,392 100.0 （94.6） 83,947 100.0 

100kg当たり�産費 1,804 （100.0） 1,773 （98.3） 1,568 （86.9） 3,266

10a当たり
収量（kg/10a） 4,065 （100.0） 4,247 （104.5） 4,425 （108.9） 2,346
粗収益 76,246 （100.0） 73,962 （97.0） 76,710 （100.6） 97,557

収益

所得 28,056 （100.0） 25,294 （90.2） 23,154 （82.5） 44,945
1日当たり 20,850 （100.0） 20,417 （97.9） 27,386 （131.3） 25,775
家族労働報酬 13,089 （100.0） 8,908 （68.1） 19,955 （152.5） 30,959
1日当たり 9,705 （100.0） 7,168 （73.9） 16,510 （170.1） 17,999

10a当たり
労働時間

計 12.32 （100.0） 10.82 （87.8） 10.19 （82.7） 14.88
うち家族 10.9 （100.0） 9.96 （91.4） 9.71 （89.1） 13.76
うち雇用 1.42 （100.0） 0.88 （62.0） 0.48 （33.8） 1.12

参考
原料基準価格（円/ｔ） 17,390 （100.0） 16,291 （93.7） 14,448 （83.1） ― ―
でん粉基準価格（円/ｔ） 143,424 （100.0） 131,583 （91.7） 116,911 （81.5） ― ―

表９：北海道における品種別作付け構成例（％）
�次／品種 男爵薯 メークイン ワセシロ 農林1号 紅丸 ユキジロ トヨシロ ホッカイコガネ エニワ コナフブキ その他

昭和45�（1970） 17.0 2.7 ― 34.6 32.0 0.7 ― ― 8.0 ― 5.0
昭和50�（1975） 25.2 7.3 ― 25.7 33.6 0.6 ― ― 6.2 ― 1.4
昭和55�（1980） 23.0 12.3 1.2 17.1 32.6 2.7 3.7 ― 6.5 ― 0.9
昭和60�（1985） 22.5 12.3 2.9 10.1 34.3 3.0 6.0 0.7 3.4 3.6 1.2
昭和61�（1986） 21.8 11.9 2.6 9.9 32.0 2.6 7.5 1.0 2.4 7.8 0.5
昭和62�（1987） 21.7 11.2 2.9 9.7 29.3 1.2 8.9 1.5 2.4 10.6 0.6
昭和63�（1988） 23.1 11.9 3.2 10.2 27.9 0.4 10.1 1.3 1.8 9.5 0.6
平成元�（1989） 25.5 13.0 3.5 10.0 24.9 0.2 10.3 1.3 2.1 8.3 0.9
平成2�（1990） 26.2 13.0 3.6 9.1 25.2 0.1 9.5 1.9 2.0 8.4 1.5
平成3�（1991） 26.6 13.2 2.9 7.7 22.7 0.2 9.5 2.3 2.2 9.2 1.0
平成4�（1992） 25.5 13.7 3.1 7.7 23.1 ― 9.8 2.5 2.4 11.4 1.2
平成5�（1993） 25.0 12.6 3.3 7.3 19.0 ― 10.0 2.8 2.6 11.9 1.4
平成6�（1994） 27.1 12.9 3.4 7.3 18.3 ― 10.8 2.8 1.6 13.5 1.6
平成7�（1995） 26.3 11.4 3.0 6.4 18.3 ― 10.5 2.6 1.8 17.4 2.3
平成7�（1995）
作付面積（ha）

17,000 7,400 1,970 4,190 11,900 ― 6,850 1,670 1,180 11,300 1,540

主な用途 食用 食用
加工用

兼用 でん粉用 加工用 加工用 加工用 でん粉用 でん粉用
食用

熟期 早� 中� 早� 中晩� 晩� 晩� 中� 中晩� 中晩� 晩�


